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	プロモーターとしてFigwort Mosaic Virus (FMV)の35Sプロモーターを用いた(参考文献⑦～⑩)。ターミネーターには、エンドウのrbcS E9遺伝子から得た3’非翻訳領域を用いた(参考文献⑪、⑫)。プラスミドPV-BVGT08に含まれる全ての遺伝子はその特性が明らかとなっており、既知の有害な塩基配列を含んでいない。

